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幼児における自己感情と他者感情の理解
一性差および年齢差についての検討－
廣瀬　央恵・岡村　寿代・井上　雅彦
本稿では、幼稚園児51名を対象として、Howlin，Baron－Cohen＆Hadwin，（1999）が作成した他者感情
理解課題を基に、筆者がオリジナルで作成した感情理解のテストを行い、男女差、年齢の差、またエラー
パターンを分析することを目的とした。この結果、自己感情理解に関して有意差は見られなかったものの、
他者感情理解においては、年齢による有意差が見られた。自己感情理解のスキルは、年少児ですでに獲得
しているが、他者感情理解に関しては、年長児の方が、年少児よりも推測しやすいということが示された。
これは年少児では、自己の経験による特定の感情が、他者感情を推測する際に大きく影響したり、混同し
てしまった結果であると考えられるのではないだろうか。しかし年長児になると、自分自身の経験に関す
る記憶の操作が巧みになり、自身の特定の経験や感情に引きずられることがなくなることで、自己と他者
の感情の弁別ができるようになったと考えられる。
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I．はじめに
1980年代後半から自閉症児者の「心の理論」に
関する研究が盛んに報告されるようになった。そ
れら多くの研究の中では、自閉症の子どもが心の
状態について推論するのに、特別な困難を持って
いて、これらの困難が自閉症児の対人的異常や、
コミュニケーションの異常の基になっているとい
うことが示されている（Hadwin，Baron－Cohen，
Howlin　＆　Hill，1996）。つまり、発達の自然な
経過の中で、他者の心的状態を理解する能力が獲
得可能な定型発達幼児とは異なり、自閉症児の発
達においてそういった能力を自然に身につけるこ
とは困難であるといえる。
これらの困難性に対して高階・井上（2006）は、
早期療育の段階から、社会スキルや認知学習とと
もに、他者や自己の感情理解・表出といった「心
の理論」に関わる課題の指導を行うことが重要で
あり、それにより、日常生活場面やその後の社会
適応において、何らかの効果が期待できると主張
している。
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自閉症児者の感情理解の研究の一つとして、
Hadwin et al．（1996；1997）で使用された感情
理解課題のテストを、指導前後で行った研究があ
る（Howlin，Baron－Cohen＆Hadwin，1999）。
その結果、全ての実験群に関して指導前後で成
績の上昇が認められた。しかし、この研究は給カー
ドを用いた課題であったので、Silver＆Oakes．
（2001）は今後の課題として、コンピューター等
による感情理解の指導が、実際の日常生活におい
ても何らかの効果をもたらすのではないかと考え、
これを調査する必要性を挙げている。
一方、自閉症児に対して、定型発達の幼児は一
体どのように自己と他者の心的状態を理解する能
力を獲得していくのであろうか。
幼児期の信念理解についても「心の理論」の研
究を始めとして、自分や他者にどのような心的状
態を帰属させることが何歳ごろから可能になるの
か、ということに焦点を当てた実験研究が数多く
なされている（WiHlmer，＆Pemer，1983）。これ
らの研究では、幼児の信念理解についてまだ一貫
した見解が得られていないものの、概ね3歳から
5歳ぐらいまでの間に、自己・他者感情理解が進
んでいくという点では一致している。
そこで本稿では、就学前の定型発達幼児に対し、
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Ha山前n（1996；1997）、Silvcretal．（2001）らが、
使用した他者感情理解課題のレベル3（状況を基
にした感情の理解）のテストを基に、筆者がコン
ピューターを用いてオリジナルで作成した感情理
解のテストを行う。そして定型発達幼児の自己・
他者感情理解のレベルをアセスメントし、本課題
の妥当性を検討するとともに、年齢の差、男女差、
またエラーパターンを分析することを目的とする。
Ⅱ．定型発達幼児における自己感情と
他者感情理解課題のテスト
①研究依頼の経緯
公立幼稚園で定型発達幼児に実験を行うため、
A市の教育委員会に研究依頼をし、許可を得た。
その後、教育委員会主催の公立幼稚園園長会で本
研究の目的と内容を説明した上で、協力して頂け
る幼稚園を決定した。
実験を行う際、記録を目的としてビデオ撮影を
したが、対象幼児個人を特定できるようなもの
（名札など）や幼児自身の顔は映さないようにし、
プライバシーへの配慮には万全を期した。また、
対象幼児の月齢を把握するため、クラス名簿をお
借りしたが、これは研究の目的以外に利用しない
ことを約束し、実験終了後に返却した。
②方法
1．材料
（1）場面カード
Howlin ct al．（1999）は他者感情理解課題とし
て、「happy」、「Sad」、「angry」、「a丘aid」の4つの
感情を示す状況場面や「happy」もしくは「sad」
の感情を示す欲求・結果場面を作成した。
本稿では、このHowlin et al．（1999）の他者感
情理解課題を参考にし、さらに公立保育所や幼稚
園で勤務する保育士や教師から聞き取りを行って、
4歳から就学前の幼児の日常場面に即した、感情
を弁別できる内容である8場面を抽出して使用し
た。
（2）表情図
「うれしい」「かなしい」「おこっている」「こ
わい」という4種類の感情をイラストで表した表
情図を1枚ずつ コンピューター画面上で使用し
た。
Howlin ct al．（1999）が使用した表情のイラス
トは、我が国で使用するには標準的な表情ではな
いと判断し（高階・井上2006）、本稿では独自の
イラストを作成した。
毎回、テストもしくはトレーニングを始める前
に表情図を4枚提示して、「うれしい顔はどれで
すか？」と質問し、4種類の表情認知の確認をし
てから試行を開始した。
2．セッティング
テストを、A市公立幼稚園の保健室で行った
（n＝51年長：23（男：15女：8）　年少：28
（男：13女15））。Fi酢脈1にセッティング図を示
した。指示者と対象幼児は机に向かって隣接して
着席し、机上には、課題を行うためのコンピュー
ターを1台セッティンッグした。
指示者　　　　　　 対象児
（≡） （≡）
I　　　　 Ipc
F痺urel　セッティング
3．手続き
（1）前段階
コンピューター画面で「うれしい」「かなしい」
「おこっている」「こわい」の4つの表情図を使用
した。画面に表情図を映Lだし、対象幼児に提示
してから「うれしいと思うお顔はどれですか。」
と図の表情を尋ねる質問をした。この時対象幼児
は、表情図を1枚選択して指さすか、あるいは、
言語で応答することが求められた。
対象幼児が無反応もしくは「わからない」等と
言った場合は、再度設定場面の内容について教示
し、表情図を指さしながら「これはうれしい顔か
な、かなしい顔かな、おこっている顔かな、こわ
い顔かな」といった音声プロンプトを与えた。
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対象幼児が間違った表情図を選択した場合は誤反
応とし、その場合、指示者は「ちがうよ。残念。」
年どと言ってから再度設定場面の内容を教示して、
適切な答えを教えた。
その後、再試行を行い、対象幼児が正しい表情
図を選択した時、言語による賞賛および身体接触
による強化を行った。
（2）練習問題
コンピューター画面で「うれしい」「かなしい」
「おこっている」「こわい」の表情図4つと、「あ
なたはおやつにケーキをもらいました。」という
設定場面図のスライドを使用した。
コンピューター画面に設定場面図と4つの表情
図を対象幼児に提示し、その後、場面の図が示す
内容について教示してから、「あなたは今どんな
気持ちですか？」と自己の感情を尋ねる質問をし
た。この時対象幼児は、表情図を1枚選択して指
さす、言語で応答することが求められた。指示者
に答えを回答することを正反応とし、その後にそ
の表情を選択した理由を尋ねた。
対象幼児が無反応もしくは「わからない」等と
言った場合は、再度設定場面の内容について教示
し、表情図を指さしながら「あなたはうれしい気
持ちかな？かなしい気持ちかな、おこっている気
持ちかな、こわい気持ちかな」といった音声プロ
ンプトを与えた。
その後、再試行を行い、対象幼児が表情図を選
択し、その表情を選択した理由を答えた時、言語
による賞賛および身体接触による強化を行った。
（3）自己・他者感情理解テスト
コンピューター画面で「うれしい」「かなしい」
「おこっている」「こわい」の表情図4つと、8つ
の設定場面図のスライドを使用した。
それぞれの設定場面については、
A I．自己感情を質問する
Ⅱ．条件を設定して他者感情を質問する
Ⅲ．条件は入れ替えずに再度、自己感情を質
問する
もしくは、
B I．自己感情を質問する
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Ⅱ．条件を設定して他者感情を質問する
Ⅲ．条件を入れ替えて、再度他者感情を質問
する
というAまたはBの3種類の質問から成り、ラン
ダムにローテーションされる。
コンピューター画面に設定場面図と4つの表情
図を対象幼児に提示し、その後、場面の図が示す
内容について教示してから、主人公（自己・他者）
の感情を尋ねる質問をした。
具体例を挙げると、例えば「うれしい」感情場
面の自己感情の場合、まず「あなたはおやつにケー
キをもらいました。」と状況を説明し、次に「あ
なたは今どんな気持ちですか。」と、感情を問う
質問をする。この時対象幼児は、表情図を1枚選
択して指さすかあるいは、言語で応答することが
求められた。ここからはテストなので、対象幼児
は指示者に答えを回答することが正反応となり、
いかなる強化も行わなかった。
以下Tablelに、「うれしい」感情を表す一場
面を用いて、A・Bの手続きの例を示した。また、
Table2（※○は設定場面、●は条件設定とする）
に本テストで使用した全ての設定場面の内容を示
した。
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TabLel「うれしい」感情場面の例（A）
【自己感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
状況の説明：「あなたはおやつにケーキをもらい
ました。」と教示する。
感情の質問：「あなたは今どんな気持ちですか。」
と質問する。
【他者感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
条件の説明：「たろうくんはケーキが嫌いです。」
状況の説明：「たろうくんはおやつにケーキをも
らいました。」と教示する。
感情の質問：「たろうくんは今どんな気持ちでしょ
うか。」と質問する。
【自己感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
状況の説明：「あなたはおやつにケーキをもらい
ました。」と教示する。
感情の質問：「あなたは今どんな気持ちですか。」
と質問する。
③　得点
自己感情課題については、
A I．自己感情を質問する
Ⅱ．条件を設定して他者感情を質問する
Ⅲ．条件は入れ替えずに再度、自己感情を質
問する
のうち、I．とⅢ．の感情が一致していれば正解
となり、2点を与えた。
Tablel「うれしい」感情場面の例（B）
【自己感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
状況の説明：「あなたはおやつにケーキをもらい
ました。」と教示する。
感情の質問：「あなたは今どんな気持ちですか。」
と質問する。
【他者感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
条件の説明：「たろうくんはケーキが嫌いです。」
状況の説明：「たろうくんはおやつにケーキをも
らいました。」と教示する。
感情の質問：「たろうくんは今どんな気持ちでしょ
うか。」と質問する。
【他者感情】
状況場面の提示：コンピューター画面に設定場面
図と表情図を映Lだし、対象幼児の
前に提示する。
条件の説明：「たろうくんはケーキが好きです。」
状況の説明：「たろうくんはおやつにケーキをも
らいました。」と教示する。
感情の質問：「たろうくんは今どんな気持ちでしょ
うか。」と質問する。
他者感情課題については、
A I．自己感情を質問する
Ⅱ．条件を設定して他者感情を質問する
Ⅲ．条件は入れ替えずに、自己感情を質問す
る
B I．自己感情を質問する
Ⅱ．条件を設定して他者感情を質問する
Ⅲ．条件を入れ替えて、再度他者感情を質問
する
のうち、AⅡ．とBⅡ．とBⅢ．をそれぞれ正解
すれば、各1点ずつ与えた。
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TabLe2　テストで使用した設定場面（教示内容）
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①自己 ○あなたはおやつにケーキをもらいました。
他者
●たろうくんはケーキがきらいです。
○たろうくんはおやつにケーキをもらいました。
他者
●たろうくんはケーキがすきです。
○たろうくんはおやつにケーキをもらいました。
②自己 ○あなたはブランコにのっています。
他者
●たろうくんはブランコがきらいです。
○たろうくんはブランコにのっています。
自己 ○あなたはブランコにのっています。
③自己 ○あめなのであなたはそとにいけません。
他者
●たろうくんはへやであそぴたいです。
○あめなのでたろうくんはそとにいけません。
他者
●たろうくんはそとであそびたいです。
○あめなのでたろうくんはそとにいけません。
④自己 ○あなたはうみへあそびにいきました。
他畜 ●たろうくんはやまへあそびにいきたいです。
○たろうくんはうみへあそぴにいきました。
自己 ○あなたはうみへあそびにいきました。
⑤自己 ○あなたのつくったすなやまがだれかにこわされました。
他者
●たろうくんかすなあそびをしたあと、おおあめがふりました。
○たろうくんのつくったすなやまがこわれてしまいました。
他者
●たろうくんはともだちとけんかをしました。
○そのともだちがたろうくんのつくったすなやまをわざとこわしてしまいました。
⑥自己 ○あなたのともだちがあそぶやくそくをまもってくれません。
他者
●たろうくんのともだちがびょうきになってしまいました。
○たろうくんはともだちとあそべません。
自己 ○あなたのともだちがあそぶやくそくをまもってくれません。
⑦自己 ○おおきないぬがあなたにとびついてきました。
他者
●たろうくんはいぬかすきです。
○おおきないぬかたろうくんにとびついてきました。
他者
●たろうくんはいぬがきらいです。
○おおきないぬかたろうくんにとびついてきました。
⑧自己 ○あなたはたかいきのうえにいます。
他者
●たろうくんはたかいところがすきです。
○たろうくんはたかい書のうえにいます。
自己 ○あなたはたかいきのうえにいます。
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Ⅱ．結果
①年齢差、性差における自己感情の理解度
自己感情課題の得点を平均し、年齢（年少児：
4歳10か月～5歳9カ月、年長児：5歳10か月～
6歳9か月）×性別（男、女）の二元配置分散分
析を行ったところ、有意な差は見られなかった。
Fi卯re2に自己感情課題の平均得点を示した。
F短ure2　自己感情課題の平均得点
②年齢差、性差における他者感情の理解度
他者感情課題の得点を平均し、年齢（年少児：
4歳10か月～5歳9カ月、年長児：5歳10か月～
6歳9か月）×性別（男、女）の二元配置分散分
析を行ったところ、年齢の主効果がみられ（ダ
（1，4）＝3828．14，ク＜．01），年長児が年少児よりも他
者感情課題の平均得点が高いことが示された。ま
た、性の主効果および交互作用はみられなかった。
Fi卯re3に他者感情課題の平均得点を示した。
Fi糾re3　他者感情課題の平均得点
なお、自己感情課題と他者感情課題は問題数が
異なるため達成率の比較ができない。そこで各感
情課題の平均達成率（自己感情：8点満点のうち
の正解得点・他者感情：12点満点のうちの正解得
点）を算出し、Figure4、Figure5に示した。
Fi糾柁4　自己感情課題の平均達成率
Figure5　他者感情課題の平均達成率
③エラーパターンの分析
さらに「うれしい」「かなしい」「おこっている」
「かなしい」と課題を細かく分けて、その平均得
点を同様に分散分析したが、こちらはいずれも有
意な差は見られなかった。この結果をFigure6、
Fi卯re7に示した。
Fj糾re5　自己感情（年少・年長児）
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F栂ure7　他者感情（年少・年長児）
自己感情では、年少児・年長児共に「うれしい」
（年少児：73％，年長児：91％）というポジティ
ブな感情と比較して、「かなしい」（年少児：54％，
年長児：53％），「おこっている」（年少児：50％，
年長児：50％），「こわい」（年少児：56％，年長
児：54％）といったネガティブな感情の成績が低
いという傾向がみられた。
また、他者感情においては、「うれしい」（年少
児：49％，年長児：70％）と「かなしい」（年少
児：55％，年長児：69％）という感情の成績が、
年少児・年長児ともに高く、「おこっている」（年
少児：28％，年長児：45％）と「こわい」（年少
児：33％，年長児：39％）という感情の成績が低
い傾向がみられた。
自己感情の結果と他者感情の結果を比較すると、
自己感情においては「うれしい」という感情を除
いて年少児、年長児共に大きな差はみられないが、
他者感情においては年少児の方が、年長児に比べ
て全体的に正反応率が低くなっていることが示さ
れた。
Ⅳ．考察
本稿では、幼稚園児51名を対象として、Howlin
et al．（1999）が作成した他者感情理解課題を基
に、筆者がオリジナルで作成した感情理解のテス
トを行い、各年齢の差、男女差、またエラーパター
ンを分析することを目的とした。
その結果、自己感情課題の得点を平均し、年齢
（年少児：4歳10か月～5歳9カ月、年長児：5
歳10か月～6歳9か月）×性別（男、女）の二元
配置分散分析を行ったところ、有意な差は見られ
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なかったが、他者感情においては、年齢の主効果
がみられ（ダ（1，4）弓828．14，ク＜．01），年長児が年
少児よりも他者感情課題の得点が高いことが示さ
れた。また、性差の主効果および交互作用はみら
れなかった。さらにエラーパターンを見るために
「うれしい」「かなしい」「おこっている」「かなし
い」と課題を細かく分けて、同様に分散分析を行っ
たが、こちらはいずれも有意な差は見られなかっ
た。
この結果により、自己感情理解のスキルは年少
児ですでに獲得しているが、他者感情理解に関し
ては、年長児の方が、年少児よりも推測しやすい
ということが示された。
これは年少児では自己の経験による特定の感情
が、他者感情を推測する際に大きく影響したり、
混同してしまった結果であると考えられるのでは
ないだろうか。しかし年長児になると、自分自身
の経験に関する記憶の操作が巧みになり、自身の
特定の経験や感情に引きずられることがなくなっ
て、自己と他者の感情の弁別ができるようになっ
たと考えられる。実際のテスト中のエピソード場
面では、他者感情条件の教示文「たろうくん（架
空の主人公の名前・他者）は山へ遊びに行きたい
と思っています。たろうくんは海へ遊びに行きま
した。どんな気持ちかな？」と聞いた場合、年少
児は自分が実際に海に行ったときの経験が想起さ
れてしまい、それに引きずれられてしまっている
ことが多く見られた。結果として、何を答えるべ
きなのか、幼児が混乱してしまい、自己感情と他
者感情が混合して、正反応率が低くなってしまっ
た可能性がある。
しかし、他者感情場面では短期記憶の問題も考
えておかなければならない。本稿では他者感情場
面で条件を設定する際、コンピューターの前のス
ライドで「たろうくん（他者）はケーキがきらい
です」と述べ、次のスライドで「たろうくんはお
やつにケーキをもらいました。たろうくんはどん
なきもちでしょう？」と質問している。年少児の
場合、短期記憶で得られた情報を維持する時間が、
年長児と比較して短いということも考慮する必要
78　　　　発達心理臨床研究　第16巻　2010
があり、今後の課題となった。
次に細かく課題を分けて、エラーパターンを分
析した。自己感情の成績に関しては、年少児と年
長児共に「うれしい」というポジティブな感情と
比較して、「かなしい」、「おこっている」、「こわ
い」といったネガティブな感情の成績が低いとい
う傾向がみられた。また、他者感情の成績に関し
ては「うれしい」と「かなしい」という感情の成
績が、年少児と年長児共に高く、「おこっている」
と「こわい」という感情の成績は低い傾向がみら
れた。
自己感情の結果と他者感情の結果を比較すると、
自己感情においては「うれしい」という感情を除
いて年少児、年長児共に大きな差はみられないが、
他者感情においては年少児の方が、全体的に正反
応率が低くなっていた。
内容を吟味したところ、自己感情においては年
少児と年長児共に「かなしい」と「おこっている」
を混合しているパターンがほとんどであった。実
際のテスト中のエピソードを例に挙げると、自己
感情条件の教示文「○○ちゃん（対象児自身の名
前）が作った砂のお山を誰かがわざと壊してしま
いました。どんな気持ちかな？」と聞いた場合、
「おこっている」という怒りの感情よりも、むし
ろ「かなしい」という感情を選択する幼児が多く
見られた。菊地（2003）が自閉症者および定型発
達幼児を対象として行った、状況からの他者およ
び自己感情推測の実験結果によると、定型発達幼
児においては「かなしい」と「おこっている」の
混同が見られた。菊地（2003）の実験では状況文
を聞いて自己もしくは架空の主人公の情動につい
て口頭で答えるという方法を採用しており、本稿
ではあらかじめ4つの選択肢が設定されていた点
や、状況場面の内容も異なlっているものの、本稿
でもこの実験とほぼ同様の結果であったといえる。
また、感情表出には文化差があり、日本の子ど
もは欧米の子どもに比べて、怒りを表出すること
が少ないということが、Zalm Waxler（1996）の
研究で示されている。一般的に日本では否定的な
感情表出を抑制するように求められる傾向がある
ので「怒り」と「悲しみ」の区別がつきにくいも
のと考えられる。そのため年長児であっても、2
つの感情を混同してしまったのかもしれない。さ
らに高階・井上（2006）の研究においても、
Howlin et al．（1999）の他者感情理解課題は、日
本の日常では遭遇しにくく、対象児がイメージで
きないものがあると述べており、文化の差を検討
して課題を作成する必要性があるといえる。
一方、J．W．Worden（1993）によれば、喪失
体験に対する「悲嘆」には悲しみだけでなく、怒
りや絶望感など様々な感情が含まれると述べてい
る。この研究の知見から考察すれば、「怒り」と
「悲しみ」は同時に起きる場合があり、これをど
ちらかに分類するという課題自体が不自然であっ
たといえるかもしれない。
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The Understanding ofSelFEmotion and OtherrPerson，s EmotioninInhntS
－Investigation ofDi恥rencein Sex and Age－
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Abs仕act
Inthis report，51kindergarteners participatedin emotionunderstanding test based onthe other－perSOn’s
emotion task developedby Howlin，BaronrCohen＆Hadwin（1999）to analyze diffbrencein sexes and ages，
andpattcm oferrors．
Theresultsindicatedno significantdi飴renceinself・emOtionunderstandingwhile signi丘cantdi飴rencewas
foundin agesin other－PerSOn’s emotion understanding．It was suggested that the juniors have akeady
acquiredthe skillto understand the self－emOtion butin termS Ofother－PerSOn’s emotion understanding，the
elders can speculate easierthantheyoungerOneS．Thismightbethatwhenthejuniors speculatethe other－
PerSOn’s emotion，they would easily get confusedtheir own emotionwith0thers’．Onthe other hand，the
elders are ableto managetheirownmemories better，they could discrimiate the emotion ofselfandothers
easierwithoutgetting confusedwith one’s own experiences and emotions．
KeyWords：Selflemotionunderstanding，Other－PerSOn’s emotionunderstanding
